議会議長様
平成22年10月22日

早稲田大学マニフェスト研究所

所長　北川　正恭
議会改革に関する取り組み度調査（議会改革度調査2010）

ご協力のお願い（再送）
　

　秋涼の候、貴議会におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。平素は当研究所の活動に対し格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

本年8月11日に、貴議会様含め全国の地方議会宛に私共早稲田大学マニフェスト研究所から「議会改革に関する取り組み度調査（議会改革度調査2010）」を郵送にて依頼させていただいております。
貴議会におかれましては、10月22日時点でご回答いただいておりません。

ご多忙の上、勝手ながら回答期限を8月30日と設定させていただいていたためかと推察いたしますが、上記事情により改めてご回答をお願いしたく再度依頼させていただきました。

地域主権時代における、目指すべき議会改革の指針を作成し共に向上を目指すため、何卒ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
※既にご回答いただいている場合は行き違い、または研究所側の集計誤りの可能性があります。その場合は申し訳ありませんが破棄ください。ご一報いただければ幸いです。

※裏面にご回答方法等、記載しております。

調査依頼概要

１　調査名　　：「議会改革度調査2010」
２　ご提出期限：平成22年12月3日

３　ご回答方法：以下調査回答用ページにアクセスいただき、ご回答お願いいたします。

https://qooker.jp/Q/ja/gikai/2010/
IDは「gikai」、パスワードは「kaikaku」になります。
※設問は53問あります。事前に設問内容を確認されたい場合は、研究所のホームページに設問一覧がありますので、ご確認ください。http://www.maniken.jp/gikai/
　こちらのページから、調査回答用ページへもアクセスできます。

４　インターネットでの調査回答ページについて
　　　　株式会社ソフトエイジェンシーのWebアンケートシステム（クッカー）を利用しています。情報セキュリティマネジメントシステム(ISMS)の国際規格「ISO/IEC27001:2005」を取得しており、ご回答いただくデータについては暗号化して保存されています。

　　　　また、個人情報保護賠償保険にも加入しています。
５　ほか

・インターネット上での回答は、「一時保存」が可能です。ただし、「一時保存を行いました。」と表示されている画面を閉じたり、パソコンの電源を落としたりした場合は一時保存データが消えてしまいますのでご注意ください。
・回答は一部を除き選択式となります。そのため、いずれにも該当しないような設問がございましたら、便宜上いずれかに回答の上、設問53（補記欄）にて、その旨ご記入いただければ研究所にて回答反映いたします。（自議会では「全員協議会」が無いのに、いずれかに回答するよう、求められている場合など）

・回答入力完了後に「確認画面」が表示されます。

「確認画面」では、全設問とそれに対する回答内容が表示されますので、送信前に決裁が必要な場合はこの「確認画面」を印刷いただければと考えます。

・送信完了時に、IDとパスワードが表示されます。これは、一度回答した内容を後日修正する際に必要となりますのでどこかに保管しておいてください。忘れてしまってもマニフェスト研究所にお問い合わせいただければ回答できます。
・回答完了後、一部の回答内容を修正したい場合は、以下修正用サイトにアクセスし、修正いただけます。　　https://qooker.jp/Q/ja/gikai/2010henkou/
６　担当　　　：早稲田大学マニフェスト研究所　議会改革調査部会　荒川、中村
　　　　　　　　Mail 　mani@maniken.jp

Tel＆FAX　03-6457-6852

ご参考：8月に送付した依頼文書
議会議長様

平成22年8月11日

早稲田大学マニフェスト研究所

所長　北川　正恭
議会改革に関する取り組み度調査（議会改革度調査2010）

ご協力のお願い
　

　残暑の候、貴議会におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。平素は当研究所の活動に対し格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、私ども早稲田大学マニフェスト研究所では、昨年４月より、地方議会のあり方を調査・研究するための検討部会「議会改革調査部会」を発足し、自立した地域をつくるために全国で広がる議会改革の流れと、その動向の調査を実施しております。

　

 この度、同封させていただきました「議会改革度調査」は、昨年秋にもご協力お願いさせていただいております。今回はより議会改革度を正確に計るべく、全議会の「情報公開」、「住民参加」及び「機能強化」について調査させていただき、議会改革を推進していくための指標を構築したいと考えております。

　調査結果については取りまとめ次第、全国議会の水準や貴議会の状況、加えて議会改革を推進するための方向性など、公表させていただきたく考えております。

　また本調査ではICT（情報通信技術）の活用を大きなポイントとしてみており、調査自体もインターネット上で行いたいと考えております。環境保護（ペーパーレス）や、集計の迅速性、正確性の観点からも是非ともインターネットによるご回答をお願いいたします。
　議長様また議会事務局ご担当者様におかれましては、議会・公務等ご多忙の折、大変恐縮ではございますが、是非本調査にご協力いただきますよう何卒宜しくお願い致します。

　今後とも何卒宜しくお願いいたします。







